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１．概要（Summary） 
 昆虫の足は様々な表面を歩行・移動するために先端に

特異的な構造を有し、毛管力などを利用することで接着

機構を実現している。このメカニズムを応用展開し、異な

る基板上の電極を接合させることを目的にした研究を進

めている。今回は、シリコン基板上に腐食防食機能かつ

疎水性を持つ特殊な有機膜を塗布した基板上に一定間

隔で配列した電極作製が可能かどうかの検証を行った。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
超高速スキャン電子線描画装置、レーザー直接描画装

置、マスクアライナ、コンパクトスパッタ装置、反応性イオン

エッチング装置 
 
【実験方法】 
超高速スキャン電子線描画装置とコンパクトスパッタ装

置を用いて、数十ミクロン角が配列したパターン電極を作

製するためのクロムマスクを作製した。このマスクから防食

有機膜が塗布された Si 基板上への Ti/Au 電極の作製を

試みた。有機膜がレジストをはじく特性を持つために、一

度クロム蒸着を行った後にレジストを塗布、パターン形成

することを行った。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
Fig. 1 が電極作製した Si 基板である。 
有機膜が金属薄膜の接着性を低下させる機能として働

くために、未処理の有機膜上へはクロム成膜することが難

しいことが分かった。そのため、逆スパッタによる表面改質

を実施してクロム膜成膜を行ってから、レジスト塗布するこ

とで電極パターン形成できることを確認した。その後、フォ

トリソグラフィーを実施し、レジストマスク越しにクロムエッチ

ング、その後に有機膜を行うために反応性イオンエッチン

グ装置による処理をおこない、Si 基板が露出するプロセス

を実施した。 
最終的にコンパクトスパッタ装置を用いて Ti/Au の成膜

を行い、クロム除去を行うことで最終的なデバイスを得た。

電極部分以外は腐食防食性が強い機能を持っており、プ

ロセス後の撥水性や防食機能の評価検証を行う。 
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Fig. 1 Patterned electrode on  substrate 
treated with anti-corrosion material 


